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 営業推進部 櫻井 梨絵 

NISA活用術 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1.カブドットコム証券営業推進部の櫻井です。
私は、今回！名古屋に来るのが初めてなので、とても楽しみにしておりました♪
帰りに、ういろうをお土産に買って帰ろうと思います。
 
さて！このお時間では、来年から始まる新しい制度「少額投資非課税制度」通称ＮＩＳＡのご案内と、投資活用術のご紹介をさせていただきます。
 
 
 
 
 
 
 
 
 




今年で証券優遇税制が終了します 

証券優遇税制          
上場株式等の譲渡・配当所得   

10%  

本則  20%  

優遇税制終了 

ＮＩＳＡ開始 

2013年  2014年  

※2013年から2037年までは、復興特別所得税が上乗せされます。 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2.まず、最初にご案内させていただきたいのは、現在の税制です。
 
株式や投資信託の利益に対する税金は、現在、2003年から景気対策や株価対策として10%となっております。
 
今保有している株式も、年内に売却すれば税率10%ですが、来年以降売却すると、一気に、20%取られてしまいます。
 
また、税金は受渡日ベースで計算するので、10%の税金に抑えたい！という場合は、12月25日までの売却分となりますので、ご注意ください。
 
そして、今年で終わってしまう優遇税制に変わって来年からスタートするのが少額投資非課税制度、通称ＮＩＳＡです。
 
 
 
 




ＮＩＳＡとは 

年間100万円の投資元本の運用益が
5年間非課税 

投資対象は株式、ETF、REIT、公募
株式投資信託 

1人1口座（20歳以上の国内居住者） 

★ 

★ 

★ 
※ＮＩＳＡ口座は、勘定設定期間毎に全ての金融機関を通じて1人1口座しか開
設できません。 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
3.では、ＮＩＳＡの基本的なルールからご案内していきます。
 
NISA口座では、1年で100万円分までの投資額に対する利益が、5年間非課税となります。
 
1年経過ごとに100万円追加されるので、最大で500万円分の投資が非課税となります。
 
ここで注意していただきたい点として、年間100万円までの利益が非課税になるのではなく、年間100万円までの投資額が非課税となるということです。
 
投資対象は株式、ETF、リート、公募株式投資信託などであり、FXや債券、デリバティブ商品は対象となりません！
 
20歳以上の国内居住者なら、どなたでもNISA口座が作れますが、1人1口座だけ！と決まっています。
 
よって、金融機関を選ぶときは、取扱い商品数が多く、コストの低い会社を選ぶことがポイントになると思います。
 
また、金融機関が破綻してしまったらどうなってしまうのか、という問題も発生いたします。
 
当社は、三菱ＵＦＪフィナンシャルグループの一員として、強固な財務基盤を強みとしており、日本格付研究所の格付ではネット証券・FX会社の中では最上位の長期Ａ+（プラス）を獲得しています。
 
財務基盤がしっかりしている！という点もＮＩＳＡ口座の開設先を選ぶポイントになるのではないでしょうか。
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2.新たな非課税枠を利
用する 

1.課税口座に移行して
投資を続ける 
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ＮＩＳＡとは 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
4.非課税となるイメージをこちらのスライドで表しています。
 
1年間で100万円分の非課税枠が与えられますので、1年目の2014年で100万円。
 
それが、5年間非課税ですので2018年までに売却した場合は税金が全くかかりません！
 
一方で、2年目の2015年には新たに100万円の投資枠が与えられ、去年の分と合わせて200万円分の非課税枠がある状態です。
 
3年目、4年目・・・と経過ごとに100万円が追加されます。
 
6年後の2019年には最初の非課税枠が期限切れになるため、非課税枠の上限は500万円ということになります。
 
ここで1つ！非課税期間の5年を経過したらどうなるのか？という問題です！
 
 
もし、売却しなかった場合、2つの選択肢がございます。
 
まず1つ目、「課税口座にうつして、投資を続ける」ということです。
 
NISA口座から外して、特定口座や一般口座に移して管理することもできます。
 
非課税ではなくなりますが、6年目に追加される100万円は新たな投資に使えます。
 
そして2つ目、「6年目に新たに追加される100万円の非課税枠も再び利用する」ということです。
 
そうすることで5年経過しても続けて非課税枠を利用できます。
 
その場合！6年目はNISA口座で新しい投資はできません。

ポイントは、どちらも移管するときは買ったときの価格ではなく、移管するときの時価で引き継がれるということです。




プレゼンター
プレゼンテーションのノート
5.では！ＮＩＳＡ口座での取引例をご覧ください！
 
株式を100万円分、ＮＩＳＡ口座で購入し、その後5年以内に150万円で売却できた場合、売却益50万円に対する税金が非課税となります。
 
来年からは税率20%ですので、10万円が浮きます。
続いて、投資信託を100万円分、ＮＩＳＡ口座で購入した例をご覧ください！
 
毎年2万円の普通分配金が出た場合、非課税期間5年間の間に受け取る分配金による利益は10万円です。
 
つまり、ＮＩＳＡでは2万円が浮くことになります。
 
このように、ぜひ！ＮＩＳＡ口座の非課税枠を上手く使い、少しでもコストを下げていただければと思います。
 
 
 




ＮＩＳＡで買える銘柄 
最低購入金額  東証一部 東証二部 JASDAQ 

100万円以上 88 9 11 
50万円～100万円未満 215 33 42 
30万円以上～50万円未満 280 63 82 
10万円以上～30万円未満 758 243 300 
～10万円未満 428 216 452 

※2013年11月22日終値を元に作成 

非課税枠は再利用不可 
一度売却しても非課税枠を再利用することはできません 
非課税枠を利用しなくても翌年に繰り越すこともできません 

ＮＩＳＡポイント★ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
6.では！ここからは、ＮＩＳＡのメリットを最大限に使っていただくために、まずは、現物株での注意点をご案内いたします。
 
現物株は、銘柄ごとに、最低投資金額が決まっておりますので、100万円ちょうど、というように、切り良く投資することができません。
 
そして、最低投資金額が100万円を超える銘柄は投資できません。
ちなみに、愛知県といえば‥トヨタですが、トヨタは今現在の株価ですと、NISAでも投資できますのでご安心ください！

しかし、現時点で、投資金額が100万円を超えている銘柄は、オリエンタルランド、ファーストリテイリングなど、東証1部だけでも88銘柄あります。
 
そこで！押さえておきたいポイントが「非課税枠は再利用できない」ということです！
 
ＮＩＳＡで、1年間に利用できる投資額は100万円ですが、一度買い付けると非課税枠はなくなり、例え売却しても非課税枠は戻りません。
 
ですので、ＮＩＳＡでいつ投資するか！ということも大事ですが、最低投資金額を考えて、100万円の枠をどのような割合で運用するのか考えることも重要になります。




高値掴みを避ける 

損益通算できない 
ＮＩＳＡ口座で損失が出ても、他の利益と相殺できません 

ＮＩＳＡポイント★ 

ＮＩＳＡ適用期間 ＮＩＳＡ適用終了 

100万円で購入 

50万円で移管 

70万円で売却 

課税対象 
20万円 

本来の損失 
30万円 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
7.もうひとつ覚えていただきたいＮＩＳＡのポイントは、「損益通算ができない！」という点です！
 
ＮＩＳＡのメリットは、いくら値上がりしても、最長5年の非課税期間内に売却すれば、税金がかからないという点ですが、逆に、損失が発生した場合は、通常の取引のように損益の繰越や通算はできません。
 
ですから、高値で買ってしまった場合、メリットがなくなってしまうおそれがありますのでご注意ください。
 
また、5年間の非課税期間が終了して課税口座に移す際も、注意が必要です！
 
例えば、ＮＩＳＡで株価100万円の銘柄を購入して、5年後50万円になってしまったとします。
 
ＮＩＳＡでは、その下がっている時の時価が引き継がれるので、ＮＩＳＡ終了後！課税口座に移るときは、購入価格50万円として引き継がれます。
 
その後、株価が70万円に上昇して、売却すると、本来は30万円の損失となるところが、20万円の課税対象となってしまいます。
 
このように、ＮＩＳＡで高値で買ってしまうと、塩漬けになりかねないことが分かっていただけましたでしょうか。
 
 
 




積立（投信） 
  積立は手間いらずの自動引落 
→積立代金は、銀行預貯金口座から自動引落
（口座振替）で便利。証券口座の預り金でもOK！  
   

  豊富な積立商品 
→約3200銘柄の株式、401ファンドから選べる。 
 

  いつでも始められる  
→Webからカンタン申込。売却注文もいつでも可能。 
   
    

積立（プチ株） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
8.以上のポイントから、NISAは１度に１００万円分を投資するのではなく、しっかり分散しながら行うことをおすすめいたします。

そこで当社では、投信積立というサービスをご用意しております！

これなら、月に5万円ずつ積み立てをして、ボーナス時には20万ずつ積み立てをするなどして、時間を分散させて、高値掴みのリスクを回避することができます。

ＮＩＳＡの特徴をよく押さえた上で、メリットを最大限に生かせる活用をしていただければと思います。




NISA株式買付手数料無料キャンペーン  2014年1月6日～2014年12月25日まで 

期間中いつでも何度でも無料！ 
キャンペーン対象期間中、NISA口座における国内株式（現物株式・
ETF（ETN）・REIT）の買付手数料をすべて無料とします。 

NISA口座開設キャンペーン                 2014年3月31日まで 

500円プレゼント！ 
NISA口座開設完了をもって500円プレゼントさせていただきます。 

手数料割引プラン 

カブドットコム証券にNISA口座をお持ちのお客さまの
売買手数料を一律で1％割引とする割引プランです。 

株式・投資信託を低コスト
で運用しよう！ 
フリーETF、ノーロードファ
ンドならナント手数料無料
（0円）！ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
9..続いて、カブドットコム証券で行う、ＮＩＳＡの２つのキャンペーンと割引プランをご案内します。
 
1つ目は「手数料無料キャンペーン」です！
 
来年1年間は、ＮＩＳＡ口座で買い付ける現物株式の買付手数料が全て無料となります。売買回数に制限はありませんので、投資にかかるコストをさらに安くできます。

2つ目は、「ＮＩＳＡ口座開設者全員に500円の現金をプレゼント」というものです！
 
来年3月31日までにＮＩＳＡ口座の開設が完了したお客様全員にプレゼントいたします。
 
そして最後に、売買手数料を一律で1％割引とする割引プランもございます！
 




安心サポート NISA専用フリーダイヤル 

0120-104-114 
携帯・PHS 03-6688-8404 

    オペレーター受付時間： 
               平日8時～17時 

分からないことはお気軽に、 
NISA専用ダイヤルへお問い合わせください。 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
10.また、当社では専用ダイヤルをご用意しており、サポート体制は万全ですので、お気軽にお問い合わせくださいませ。

私も普段は電話応対をさせていただいておりますので、お客さまをしっかりサポートさせていただきます！



ＮＩＳＡ口座利用開始までの流れ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
11.では、最後に、口座開設の流れをご案内いたします！
 
ＮＩＳＡ口座は、既に証券会社に口座を持っていたとしても、べっと申込が必要となります。
 
ＮＩＳＡ専用の申込用紙をご記入のうえ、住民票の写しと合わせて証券会社に返送します。
 
ＮＩＳＡの申込に期限などはありませんが、年末にかけて申し込みが殺到して込み合うことが予想されます。
 
特に税務署での確認は最長で1、2週間ほどかかると言われており、ＮＩＳＡがスタートする来年1月に間に合わなくなる可能性もあります。
 
お申込はなるべく早めに行っていただくことをお勧めします。
 
 
それでは、私からのＮＩＳＡ活用術のご紹介は以上となります。
ご清聴いただき、ありがとうございました！




 
 
○ 現行制度におきましては最初の4年間（平成26年1月1日から同29年12月31日）は、 
他の証券会社や銀行に口座変更や新規開設ができなくなります。また他の金融機関等に 
ＮＩＳＡ口座内上場株式等を移管することはできません。複数の金融機関で申し込んで 
しまった場合、最も希望する金融機関でNISA口座が開設できない可能性や、口座開設が 
大幅に遅れる可能性があります。 
○ ＮＩＳＡ口座における配当および譲渡所得は課税所得として見なされず非課税となりますが、 
同様に損失も税務上ないものとみなされます。このため、ＮＩＳＡ口座の損失を一般口座・特定口座 
の所得と損益通算できません。 
○  ＮＩＳＡ口座の毎年の非課税投資枠は年間100万円です。ＮＩＳＡ口座では一度売却 
するとその非課税投資枠の再利用はできません、また利用しなかった非課税投資枠は 
翌年の投資に繰り越せません。 
○ 配当等はＮＩＳＡ口座を開設する金融機関等経由で交付されないものは非課税となりません。 
ＮＩＳＡ口座で配当等の非課税メリットを享受するためには、ＮＩＳＡ口座を開設する 
金融機関等経由で交付（株式数比例配分方式）する必要があります。 
○ 投資信託において支払われる分配金のうち元本払戻金（特別分配金）は非課税であり、 
ＮＩＳＡ制度のメリットは享受できません。  
※ 平成25年度税制改正法等に基づき記載しておりますが、情報の正確性・完全性について 
 保証するものではありません。また、法令・制度・サービスの内容は変更または廃止される可能性が 
あります。 
  
 



    ■当セミナー資料は、資産運用の参考となる情報提供や、当社サービスや商品のご紹介/勧誘を目的としています。 
■お取引の際は、約款・規定集（http://kabu.com/service/clauses.asp）、契約締結前交付書面、お取扱商品の重要事項の説明
（http://kabu.com/company/policy/inducement.asp）等をよくお読みいただき、商品特性やリスク及びお取引ルール（http://kabu.com/service/rule.asp）等
をよくご理解の上、銘柄選択、投資時期、投資スタイル等、投資の最終決定はご自身のご判断とご責任で行ってください。 
■証券投資は、価格の変動、金利の変動、為替の変動等により投資元本を割り込む恐れがあります。自動売買を含むすべてのご注文は、必ず約定するものでは
ありません。各商品等へのご投資には、各商品毎に所定の手数料等が必要です。手数料には消費税が含まれます。詳しくは当社の手数料ご案内ページ
（http://kabu.com/cost/）等をご参照ください。 
■投資信託の購入は、基準価額の変動により元本を割り込み損失を被ることがあります。ファンドにより販売手数料とは別に、信託報酬・解約手数料・その他手
数料等を要するものがありますが、ファンド別に要件・料率等が異なりますので表示できません。お取引に際しては、目論見書（商品毎）および目論見書補完書面 
（投資信託）をよくお読みください。 
■外国債券の価格や利回りは、市中金利や発行体の信用力などの状況により変動し、償還前に売却する際は、損失（元本欠損）が生じるおそれがあります。 ま
た、発行体の財政状態の悪化、経営破綻などにより、損失を被ることがあります。外貨建債券は、為替相場の変動等や、国や地域、政治・経済・社会情勢の変動
などにより大きな影響を受けるおそれがあります。外国債券を購入する場合は、委託手数料はかかりませんが、売買における売付け適用為替レートと買付け適用
為替レートには差額があります。上記、適用為替レートは債券の起債通貨によって異なり、実勢レートに基づき当社が決定します。 
■信用取引・指数先物取引・指数オプション取引・海外指数先物取引・有価証券オプション取引・外国為替証拠金取引（ＦＸ）は、保証金または証拠金以上のお
取引が可能であるため、保証金または証拠金を超える大きな損失を被ることがあります。また、取引期限があり取引期限を越えてのお取引はできません。お取引
に際しては、信用取引・指数先物取引 ・指数オプション取引・海外指数先物取引の契約締結前交付書面をよくお読みいただき、商品特性やお取引ルール等をよ
くご理解の上、ご自身のご判断で無理のない資産運用を行ってください。  
■信用取引における委託保証金率は30％であり、差し入れた保証金の最大約3.3倍のお取引が可能です。詳細は、信用取引ルールのご案内ページ 
（ http://kabu.com/service/rule14.asp ）を ご確認ください。 
■大証FX/店頭FX/くりっく365/シストレFXは元本や利益を保証するものではなく、為替変動リスクや金利変動等のリスクを伴います。取引金額がお客さまが 
預託しなければならない証拠金の額に比べて大きい額となっており、外国為替相場や各国通貨の金利の変動等によりお客さまに損失が生じるおそれがあります。
また、その損失の額は、お客さまが預託されている証拠金の額を上回る可能性があります。本取引において提示する売値と買値の間には差額があります。お取引
に際しては、契約締結前交付書面をよくお読みください。手数料： 大証FX 96.6円(片道約定1枚あたり/税込)、シストレFX・店頭FX 無料、くりっく365 98円
(片道約定1枚あたり/税込)※手数料は5％の消費税を含んでいます。1円未満は切り捨てとなります。※執行条件、取引チャネルにかかわらず上記手数料が適
用となります。証拠金(1万通貨あたり)：大証FX 大阪証券取引所が発表する証拠金基準額をもとに当社が定める額。店頭FX コース、通貨ペアにより25,000
円～1,000,000円。くりっく365 東京金融取引所が発表する証拠金基準額をもとに当社が定める額。シストレFX  建玉価格の4%。 
■掲載情報は2013年12月5日現在のものです。詳細および最新情報は当社ホームページ（http://kabu.com/）にてご確認ください。 
◆ご投資にかかる手数料等およびリスクについてはこちら → http://kabu.com/info/escapeclause.asp 
◆ご意見・苦情について（当社以外の窓口）特定非営利活動法人 証券・金融商品あっせん相談センター 電話：0120－64－500５ 
カブドットコム証券株式会社 
金融商品取引業者登録：関東財務局長（金商）第61号 
銀行代理業許可：関東財務局長（銀代）第8号 
加入協会：日本証券業協会、一般社団法人 金融先物取引業協会 

ご注意・ご案内 

当資料の情報は、カブドットコム証券のホームページ上の情報と同様、東京証券取引所、大阪証券取引所、ジャスダック証券取引所、株式会社QUICK、東洋経済
新報社、日本経済新聞社、トムソン・ロイター社、モーニングスター社、クォンツ・リサーチ社、株式会社フィスコ、FXプライム株式会社、ジャパンエコノミックパルス社
からの情報提供をもとに公開しております。当資料は信頼できると思われる各種データに基づいて作成されていますが、当社はその正確性、完全性を保証するも
のではありません。ここに示したすべての内容は、現時点での判断を示しているに過ぎません。当資料を営業に利用することはもちろん、第三者へ提供する目的で
情報を加工、再利用及び再配信することを固く禁じます。当資料の情報内容につきましては万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。当
資料の利用に際してはお客様ご自身でご判断くださいますようお願い申し上げます。 

http://kabu.com/info/escapeclause.asp
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